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「男・女・その他」から選択してください。①
入学年月日について、転入の場合は、「転入」を選択し、
転入年月日を入力してください。卒業年月日について、
在学中（卒業見込）の場合は、「卒業見込」を選択し、卒業
予定年を入力してください。小・中一貫校の場合は、中
等部への進学年を記入してください。

②

3年時の評定は1学期または前期までのものを記入して
ください。過年度生のみ通年の評定を入力してくださ
い。国数社理英の5科目のうち評定2以下の科目がある
場合（評定が入力できない場合も含む）は、「補足事項申
告書が必要なケース」に該当します。本ページ下部の説
明を確認して必要書類を用意してください。

③

A 「特に良い」とC 「努力を要する」ものを明確にし、そ
れ以外はB 「普通」とし、必ずA〜Cのいずれかを入力し
てください。令和3年3月以前に卒業した方については

「なし」と入力してください。

④

不登校の生徒が学校外の施設において相談・指導を受
け、出席扱いとなった場合には、出席扱いとした日数を
入力してください。中学校3年間のいずれかの学年で、欠
席・遅刻・早退のいずれかが10日以上ある場合には、「補
足事項申告書が必要なケース」に該当します。本ページ
下部の説明を確認して必要書類を用意してください。

⑤

各学校での評価に関わらず、A「特に良い」 B「良い」 C「普
通」 D「悪い」の4段階のいずれかを必ず入力してくださ
い。目安として、「◎」をA、「◯」をB、斜線を「C」、Cの中で
も特に到達していない場合はを「D」としてください。

⑥

総合的な学習の時間や課外活動（部活動・生徒会活動・
委員会活動など）やその他校外での活動における、本人
の中学校生活について知ることができる活動内容や役
割を記入してください。

⑦

転入の場合はその旨と事由を、過年度卒業の場合は、卒
業後の状況を記入してください。⑧

補足事項

補足事項申告書が必要なケース 下記いずれかの条件に該当する場合は、「a.学校 / b.本人 /c.その他の機関 からの補足事項
申告書」の様式のうちから、それぞれの立場に応じた補足事項申告書の提出が必要です。

「a.学校からの補足事項申告書」の①と③を記入し、

在籍校が提出する

「b.本人からの補足事項申告書」の①と③を記入し、

本人が提出する

国数社理英の5科目のうち 
評定2以下の科目がある場合

必 須

任 意

1.
「a.学校からの補足事項申告書」の①と②を記入し、

在籍校が提出する

「b.本人からの補足事項申告書」の①と②を記入し、

本人が提出する

必 須

任 意

中学校3年間のいずれかの学年で、 
欠席・遅刻・早退のいずれかが10日以上ある場合2.

該当の提出物a,bに加えて、

「c.その他の機関からの補足事項申告書」の作成を、

本人又は在籍校からオルタナティブスクールなどの

その他の機関に依頼し、在籍校が合わせて提出する

必 須

1,2,3いずれかに該当し、 
かつ、在籍校で記載できる情報が不足している場合 

（オルタナティブスクールに通学しており、在籍校には通っていない場合など）
4.

「a.学校からの補足事項申告書」の①と②と③を記入し、

在籍校が提出する

「b.本人からの補足事項申告書」の①と②と③を記入し、

本人が提出する

必 須

任 意

国数社理英の5科目のうち評定2以下の科目があり、 
かつ、中学校3年間のいずれかの学年で、 
欠席・遅刻・早退のいずれかが10日以上ある場合

3.




